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「人間関係の指導法」における授業内容の考察
―学生自身の体験から学びを導くために―
三宅　一恵※・湯澤　美紀※
A Study of the Contents of “Instructional Method of Human Relationships”
: In Order to Lead an Integrated Learning Based on Students’ Experiences at Nursery.
Kazue Miyake and Miki Yuzawa
　This report introduces an integrated activity in the class of “Instructional Method 
of Human Relationships” based on the students’ experiences of child care training at 
nurseries. First, this explains the meaning and the necessity of integrated learning on 
the training courses of kindergarten teachers and nursery nurses before the syllabus of 
the class is introduced. Second, the contents of worksheets written by the students were 
analyzed in terms of social development of 0 to 5 year old children. In the class students 
were asked to recall and to narrate in a group about their experiences and episodes 
when training at nurseries and to record those in the worksheets. Finally, the effects 
and the future issues of the activity are considered.
Key words : Human Relationship, integrated leaning, social development
はじめに
本稿の目的
　2017 年 3 月，幼稚園教育要領，保育指針，
幼保連携型認定こども園教育・保育要領の
告示が行われた。幼稚園教育要領１）に関
して，５領域の枠組みは維持され，領域「人
間関係」については，ねらいの一部追加，
内容の一部修正が行われたものの，その領
域は，今までと同様「他の人々と親しみ，
支え合って生活するために，自立心を育て，
人と関わる力を養う」とされる。
　幼稚園教員養成課程において，この「人
間関係」の領域は，「人間関係に関する指
導法」において扱われ，そこで学生は，子
どもの育ちにおいて，特に，人と人との関
わりに焦点をあてた保育のあり方を学ぶこ
ととなる。
　ただし，人と人との関わりは可視化しに
くく，そのため，人間関係に着目した子ど
もの本来の育ちの姿を捉えていくために
は，理論だけではなく，体験的な子どもと
の関わりを基礎におきながら，学びを深め
ていく必要がある。しかし，そうした科目
そのものの授業研究は，これまで十分に進
められてきたとは言えない２）。
キーワード：人間関係，統合的学び，社会的発達
※　本学人間生活学部児童学科
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成される必要があり，授業内容の吟味やシ
ラバスの構成は，教員側の持続的な課題と
言える。
本学における多様な学習経験を支えるカリ
キュラムと学習支援体制
　保育者を目指す学生の多様な学習経験
は，主には保育現場で培われる。本学にお
ける保育関連の実習時期と内容は，２年次
後期の「保育実習Ⅰ（保育所）」，３年次前
期の「保育実習Ⅰ（施設）」，３年次後期の
「幼稚園教育実習」，４年次前期の「保育実
習Ⅱ・Ⅲ」である。
　また，ボランティア・インターンシップ
においては，１・２年次の「教育・保育基
礎実習ⅠⅡ」，３・４年次の「教育・保育
インターンシップⅠⅡ」として科目化され
ている。特に，これらの科目においては，
ポートフォリオを積極的に活用しており，
学生はボランティア・インターンシップ中
に得た気づきや子どものエピソードなどを
記録し，４年間にわたって蓄積している。
また，適宜，本学教職支援センターのスタッ
フ（保育経験者）によるアドバイスを得て
おり，自分自身を振り返り，考えを整理す
るうえで，有効な手立てとなっている。
　実習においては，事前・事後指導が行わ
れているため，学生の振り返りはそこで行
われる。しかし，各授業科目に応じた視点
から実習体験の振り返りを行うか否かは授
業者に任されている。
体験と学びの往還を目指した授業づくり
　「人間関係の指導法」では，学生自身の
実習やボランティアでの体験を踏まえなが
ら，子どもの「人間関係」の視点から振り
返ることとした。また，そこでの振り返り
の全員分を集約し，資料として配付するこ
とで，学生が「人間関係」に関する子ども
の系統的な育ちの姿をとらえていけるよう
　そこで，本稿は，2017 年度に実施した「人
間関係の指導法」の一部について，授業分
析を行うとともに，学生の実際的体験と大
学での学びの融合を目指した授業のありか
たについて，検討することを目的とする。
なお，次年度に向けた資料も合わせて作成
することとする。
学士課程における学びと当該授業の意味
づけ
　中央教育審議会答申「学士課程の再構築
に向けて」３）（2008 年）は，学士課程が目
指す学習成果として「学士力」を培う指針
を提示した。具体的には，（1）先行する
特定の専門分野における知識を体系的理
解，（2）コミュニケーション・スキルや問
題解決力などの汎用的技能，（3）自己管理
力やチームワーク，リーダーシップなどの
態度・志向性，（4）統合的な学習経験と創
造的思考力，の４つの観点を挙げている。
（2）で示された汎用性や，（4）で示された
創造的思考は，就職後直ちに業務の役に立
つような即戦力の育成を意味するものでは
ない３）。むしろ，新たな課題に出合った際，
これまでの知識・技能を活かしながら，状
況を柔軟に把握し，創造的な課題解決の方
法を生成するといったより汎用性の高い思
考力を身につけることにある。
　こうした学士力は，保育者養成課程にお
いてもまた，習得すべき学びの一側面であ
る。本来，保育は，子どもとの応答性が基
礎となる。保育者は，目の前の子どもを理
解しようと向き合い，多面的な見方，発達
の見通しといったそれ以前に蓄えた知識や
経験をもとに，子どもの心の動きをリアル
タイムに解釈し，次なる保育行為を選択す
る。つまり，子ども理解においても，保育
行為の新たな創造に関しても，先の汎用性
の高い思考力が求められる。これらの学士
力は，一授業科目においても，意識して育
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各授業における観察実習・参加実習や，ボ
ランティアに関しては，１年次より開始し
ている。
シラバス
（授業の概要）
　 乳幼児期は人間形成の基礎を作る重要な
時期であり，その多くは，人との関わり
の中で培われていく。遊びを通した総合
的な指導の中で，人と関わる力を養うた
めの環境や保育者の役割について，子ど
もの具体的な姿を通して考える。
（到達目標）
・子どもの生きる力や人と関わる力は，親
や保育者などの豊かな愛情によってもた
らされることを理解する。
・人と関わることの喜びを味わい，信頼感を
高めながら生活する幼児を育てる指導のあ
り方を探り，保育者の役割を理解する。
（授業一覧）
1 保育の基本と人との関わり
2 人間関係に関わる現代社会の状況
3 領域「人間関係」が育むものⅠ（ねら
いと内容）
4 領域「人間関係」が育むものⅡ（内容
の取扱い）
5 人と関わる力の発達Ⅰ　（0･1･2 歳児）
6 人と関わる力の発達Ⅱ　（3 歳児）
7 人と関わる力の発達Ⅲ　（4 歳児）
8 人と関わる力の発達Ⅳ　（5 歳児）
9 指導の実際Ⅰ（個を生かした集団づくり）
10 指導の実際Ⅱ（遊びを深める仲間づくり）
11 指導の実際Ⅲ（規範意識の芽生え）
12 指導の実際Ⅳ（協同的な遊びを支える
クラスづくり）
13 子どもの育ちを支える保育者同士の人
間関係
14 子どもの育ちを支える保護者と保育者
の人間関係
15 子育て支援の実態と課題
配慮した。本稿を通して，授業分析を行い，
次年度の授業において紹介することで，今
後の実習・ボランティアに身を置く際に，
子どもの「人間関係」をとらえていくうえ
での新たな視点と成りえる。これら一連の
プロセスを通して，学生の体験と学びの往
還を支えていくことを本授業では志向する
ものである。
　なお，第一筆者が授業立案・実践を行い，
第二筆者が授業分析に加わった。執筆に関
しては，第一筆者・第二筆者が共同で行った。
授業科目内容の概要
　本稿で取り扱う「人間関係の指導法」の
授業は，３年次前期に開講している。幼稚
園免許取得の必修科目であり，保育士資格
の選択科目となっている。
　乳幼児期は，人間形成の基礎をつくる重
要な時期であり，その多くは人との関わり
の中で培われていくために，人と関わる力
を養うための環境や保育者の役割を理解す
ることも求められる。この「人間関係の指
導法」の授業では，幼稚園教育要領または，
保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
教育・保育要領に示されたねらい・内容を
理解するとともに，人と関わることの喜び
や楽しさを味わいながら生活する幼児を育
てるための，保育者の役割を理解すること
を目指している。
　授業は演習形式とし，毎回６人程度のグ
ループで話し合い後に発表するという形態を
とっている。なお，2017 年度，当該授業の
受講者は 63 名であり，a,b の２つのクラスに
分けた。（a クラス 32 名，b クラス 31 名）
　対象となる学生の所属する本学児童学科
では，幼稚園教諭一種普通免許状と保育士
資格の両方の取得を希望する学生が 99％
であり，当該授業以前に，保育実習Ⅰ（保
育園・所での実習），保育実習Ⅰ（施設で
の実習）を，各 10 日間経験している。なお，
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授業内容の分析と考察
　各グループで話し合われた内容につい
て，次の項目が得られた。（　）はグルー
プごとの項目の合計数。
アイデアユニットの項目数
（１）「発達の特性」
0 歳児（19），1 歳児（26），2 歳児（18）
3 歳児（12），4 歳児（12），5 歳児（16）
（２）「保育環境で大切にしたいこと」
0 歳児（15），1 歳児（20），2 歳児（14）
3 歳児（10），4 歳児（4），5 歳児（9）
（３）「保育者の関わりで大切にしたいこと」
0 歳児（23），1 歳児（23），2 歳児（12）
3 歳児（11），4 歳児（8），5 歳児（12）
　次に，テーマごとに分析する。項目数に
ついては，構成人数や，構成メンバーによっ
て多少の増減はあるが，学生の人数に応じ
た違いと思われる。領域「人間関係」に絞っ
た話し合いとなるように促したが，それ以
外の内容を項目としてあげているグループ
もあったため，以下，「人間関係」の視点
を含んだ項目について述べていく。
発達の特性
（１）「発達の特性」については，次のよう
な項目が記載されていた。代表的な項目
は以下の通りである。
0 歳児
　生理的微笑，社会的微笑，目で追う，泣
く，１対１での関わり，人見知り，自分
の意思や欲求を身振りなどで伝える
1 歳児
　自我が目覚める，並行遊び，他の子の仕
草をまねる，質問が多い，人のものをほ
しがる，噛みつきひっかき，一人遊びが
目立つ
研究対象授業の概要
　シラバスに記載してある 5 〜 8 回で行っ
た年齢別の「発達の理解」に関する授業を
取り上げる。
　授業では，２年次後期に行った保育実習
に焦点を絞り，そこで観察した乳幼児の姿
を「人間関係」の観点から振り返ることと
した。その際，同年齢の子どもを担当した
学生同士で話し合いを行いながら，具体的
なエピソードも含め振り返りを促した。話
し合いの内容は，ワークシートに記録する
こととした。a クラス，b クラスともに，
以下の手順で授業を進めた。
授業の導入 本授業のねらいを説明し，保
育実習時に担当した年齢が同じ学生で，
0 〜 5 歳の年齢別グループをつくるよう
促した。人数が多い場合は二つに分かれ
る。なお，4・5 歳児を担当した学生が
少ない a クラスでは，4・5 歳児合同の
グループとした。実習時の担当年齢の学
生数（2 クラスの合計）は以下のとおり
である。（　）はグループ数。
　　0 歳児 14 人（3）・　1 歳児 18 人（4）
　　2 歳児 20 人（4）・　3 歳児 9 人（2）
　　4 歳児 5 人・5 歳児 4 人（3）
授業の展開 実習先の保育園での乳幼児の
姿を振り返りながら，それぞれの年齢の
「発達の特性」「保育環境で大切にしたい
こと」「保育者の関わりで大切にしたい
こと」の３点について話し合いを進める
よう伝えた。学生は，ワークシートに，
話し合いの内容を記録した。また，年齢
の特性を表すエピソードについても話し
合うよう促した。その際，領域「人間関
係」に絞った内容となるよう提案した。
授業の結末 年齢ごと，グループごとに発
表を行った。
補足的説明 上記の授業で得た資料につい
て，担当教員が，後日，意見等を集約し，
資料配付を行い，解説を加えた。
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は破線で記述している。
　なお，（ア）「発達の一般的な特性」のつ
いては，（社会的なやりとりの開始）（自我）
（自己実現）（相互理解），（イ）「関わりの
特徴」については，（関わりの開始）（自他
の認識）（友だち関係の開始），（ウ）「対人
葛藤の特徴」については，（対人葛藤）（問
題解決）が下位のカテゴリーとして整理さ
れた。
　いずれも，子どもの発達的特徴を，年齢
ごとに捉えられているだけでなく，例えば，
対人葛藤においても，その質的特徴が言及
されており，実際の子どもの姿から的確な
発達の道筋を多面的に学生は学んでいるこ
とが推測された。
　なお，ウ「対人葛藤」においては，多く
の項目が挙げられていた。実習という場に
おいて，そうした場面に遭遇し，学生自身，
心動かし，また，自らの保育行為の省察を
導くエピソードを得ていたことが推測され
る。また，対人葛藤の特徴については，年
齢ごとに明確に言及されており，年齢縦断
的に改めて整理することで，その発達的道
筋が把握しやすくなる。加えて，5 歳児が，
仲間内で折り合いをつけるといった幼児期
後期の育ちの姿については，年齢横断的に
表１〜３を概観すると，5 歳児が，社会と
の関わりの中で，他者の異なる思いや考え
を認めることができるようになるといった
認識的発達を基礎としながら（表１参照），
仲間とともに遊ぶことを志向し，目的を共
有しながら，遊びを展開している姿を重ね
あわせていくことで（表２参照），互いの
折り合いをつけることを支える他の要素も
含め，5 歳児の育ちの実相をとらえること
ができる。
　ただし，実習で得た体験は豊かであるも
のの，出会った子どもの年齢は限られてい
る。そのため，こうした学びの機会を共有
2 歳児
　イヤイヤ，ケンカが多い，模倣遊び，友
達とおもちゃの取り合いがある，友達に
できていない子がいたら手伝ってあげ
る，主張が激しい，特定の友達と遊ぶ，
自我の育ちの現れとして強く自己主張す
る姿が見られる，身近な大人や子どもと
のやりとりが増えていく
3 歳児
　友達が気になり始める，並行遊びをする，
友達との関わりが多い，ごっこ遊び，友達
との関わりが多くなることでケンカが起き
る，グループの形成，他の子どもの遊びを
まねする，人にくっつくことが好き
4 歳児
　できることが増えるからこそケンカが起
きる（遊びのやり方の違いや役割の取り
合い），鬼ごっこなどの集団遊びが増え
る，相手の気持ちがわかるようになる，
自己主張が強くなる，仲間とのつながり
が強くなる，少しずつ気持ちを抑えられ
たり，我慢ができるようになったりする
5 歳児
　仲間と活発に遊ぶ，目的に向かって集団
で行動することが増える，異なる思いや
考えを認めるようになる，他人のために
役に立とうとする，下の年齢の子どもを
世話する，自分たちで折り合いをつける，
先生の話を聞ける，ずるがしこい・負け
ず嫌い
　以上の項目を，第一筆者・第二筆者が，
意味的カテゴリーに分類した結果，（ア）「発
達の一般的な特性」，（イ）「関わりの特徴」，
（ウ）「対人葛藤の特徴」の大きなテーマに
分類された。以下，発達心理学的観点から
項目名を整理し，表に整理した（表１・２・
３参照）。なお，表中で参考にした項目は，
（ア）に該当する部分は下線，（イ）に該当
する部分は二重線，（ウ）に該当する部分
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表１　（ア）「発達の一般的な特性」についての概要
0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児
（社会的なや
りとり開始）
生理的微笑
社会的微笑
（自我）
自我の芽生え
（自己実現）
自己主張 自己主張
自己抑制 （相互理解）
異なる思いや
考えを認める
表２　（イ）「関わりの特徴」についての概要
0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児
（関わり開始）
１対１での関
わり
（自他の認識）
他の子の仕草
をまねる
（友だち関係
の開始）
友 だちへ の
関心
相互の親和的
関係の成立
仲間関係の強
まり
仲間との遊び
の共有
仲間との目的
の共有
下の年齢の子
どもの世話
表３　（ウ）「対人葛藤の特徴」についての概要
0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児
（対人葛藤）
人のものへの
関心（モノを
欲しがる）
モ ノ（ お も
ちゃ）によっ
て引き起こさ
れる対人葛藤
関係性によっ
て引き起こさ
れる対人葛藤
自己 発 揮 に
よって引き起
こされる対人
葛藤
（問題解決）
仲間内で折り
合いをつける
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　保育者が普段から挨拶したり，目上の人へ
の言葉使いを気をつけてモデルになる，け
んかなどで自分の言いたかったことがうま
く伝えられないときは，気持ちを代弁する，
自分たちでできるよう支援しすぎない，主
体的に動けるように関わる
5 歳児
　友達のために動いた子どもを大いに認
める，メリハリがつけられるような声か
けをする，楽しく食事しつつ，食事のマ
ナーを伝える，子どもが考えられるよう
な問いかけをする，関わりすぎない，ルー
ルや決まりを自分たちで決めるようにす
る，仲間作りの手本となれるようにする，
一人の人格として尊重する
　以上の項目を，第一筆者・第二筆者が，
意味的カテゴリーに分類した結果，（エ）「直
接的関わり」，（オ）「見守り」，（カ）「その
他」の大きなテーマに分類された。なお，
表中で参考にした項目は，（エ）に該当す
る部分は下線，（オ）に該当する部分は二
重線，（カ）に該当する部分は破線で記述
した。以下，保育学的観点から，項目名を
整理し，表に整理した（表４・５参照）
　なお，（エ）「直接的関わり」については，
（１対１の関わり）（代弁），（オ）「見守り」
については，（安全の配慮上の見守り）（生
活的自立を促す上での見守り）（主体性を
促す上での見守り）が下位のカテゴリーと
して整理された。
　（エ）「直接的関わり」は，0 歳児では 16
項目，1 歳児では 12 項目挙げられたが，
年齢が上がることによって漸次減少してい
た。特に，0 歳・1 歳児期は，大人と子ど
もとの身体的距離が近く，また，直接的な
ふれあいに関する記述が多くなされていた
が，3 歳児以降となると，言葉がけを通し
て，子どもの発達的な姿に応じた関わりが
することで，学生は，改めて子どもの発達
の姿を捉えることができたと言える。
（２）「保育者の関わりで大切にしたいこと」
として，次のような項目が記載されてい
た。代表的な項目は以下の通りである。
0 歳児
　アイコンタクト，目線を合わせる，スキ
ンシップ，子どもの気持ちを代弁，肯定
的な言葉がけ，名前を呼ぶ，歩きが安定
しない子には注意する，砂を食べないよ
うに注意する，子どもの自主性を大切に
する，何でもやりすぎない，明るい雰囲
気づくり，清潔を保つ
1 歳児
　目線を合わせる，噛みつきやひっかきはす
ぐにとめる，結果を見るのでなく，過程を
みて褒める，同じ目線で話す，手遊び，子
どもの気持ちを受けとめる，自分でやって
みる機会をもうける，伝えたいことをくみ
とる・愛情をもって関わる，全員平等に関
わる，楽しい時間を共有する
2 歳児
　うまくいえない部分を代弁する，認める・
受け入れる・自己肯定感を育む，気づき
が生まれるように，子どもが自信をもて
るように，保育者が子どもの自我の育ち
を積極的に受け止める，自分でやってみ
る機会をもうける，子どもの発言・気持
ちを受け止める，子どもがなぜその行動
をとったのか考える，一対一の関わりを
大切にする，大人の都合に振り回さない
3 歳児
　トラブルを起こした際，子どもの気持ち
をくみ取り，代弁し，相手の気持ちがわ
かるように促す，遊びの発展などの手助
けをする（声かけ），手伝いすぎず見守る，
発達の差を理解し関わる，
4 歳児
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表４　（エ）「直接的関わり」についての概要
0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児
（１対１の関
わり）
アイコンタク
ト，スキンシッ
プ，名前を呼
ぶ，
スキンシップ，
目線 を 合 わ
せて話す，名
前を呼ぶ
（代弁）
うまく表現で
きないことの
代弁
遊びの発展を
促す言葉がけ
対人葛藤時の
代弁
対人葛藤時の
代弁
子どもが考え
られるような
問いかけ
表５　（オ）「見守り」についての概要
0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児
（安全の配慮
上の見守り）
歩く際の危険
の察知
砂などの不衛
生なものの飲
食の察知
（生活的自立
を促す上での
見守り）
何でもやりす
ぎない
かみつき・ひっ
かき等の事前
察知
全てを手助け
せず，自分で
できるよう支援
する
（主体性を促
す上での見守
り）
自主性が発揮
されるように
する
自分でやって
みる機会を設
ける
自らの気づき
が生まれるよ
うにする
手伝いすぎず
見守る
自分たちでで
きるように支
援しすぎない
主体的に動け
るようにする
関わりすぎな
い
ルールや決ま
りを自分たち
で決められる
ようにする
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らかになった。
（１） 幼児期の人間関係の発達は５歳児の育
ちにこそ現れる。ただし，今回の振り
返りにおいて，「協同的な学び」につ
いては，学生間で言及されていなかっ
た。領域「人間関係」の「内容の取扱
い」に記載されているように，「幼児
が互いに関わりを深め，協同して遊ぶ
ようになるため，( 略 ) 他の幼児と試
行錯誤しながら活動を展開する楽しさ
を味わわせる」等，保育者の支援が明
示されている。「協同的な学び」の視
点については，今後，改めて学生の関
心を方向づけていく必要があると考え
られた。　
（２） 子ども同士の対人葛藤時における保
育者としての関わりについて，年齢ご
との特徴は明らかとなったが，多くの
語りが集中している点などを鑑みる
と，学生自身，この点については，課
題意識をもっていることが推測され
た。ボランティア活動や実習を行う中
で必ず直面する課題でもあるため，特
に子ども同士が，けんか等の対人的な
葛藤を経験し，解決するまでの過程で
育つものについて，今後の授業の中
で，より焦点化した議論を行っていく
必要がある。
（３） 保育実習では，比較的 0 〜 2 歳を担当
する学生が多く，今回の保育実習でも
5 歳児を担当した学生は，全体の約 6％
であった。このため，グループで話し
合う際，意見が偏らないようにする配
慮が必要となる場合も考えられる。特
に 0 〜 5 歳を見通した姿や保育者の援
助などについては，学生の意見を尊重
しながらも，特に 4，5 歳児については，
表１，表２，表３を次年度資料としな
がら，補足な説明を加える必要がある
と考える。
見られるようになっていった。例えば，3
歳児であれば，「遊びの発展を促す言葉が
け」，5 歳児であれば，子どもが様々な遊び・
生活の場で主体的に考えを深めていけるよ
うな問いかけが特徴的であった。また，（代
弁）においては，人との関わりが増えてく
る子どもの思いの代弁を行う関わりが生起
しているが，5 歳児になるとそうした代弁
といった関わりは見られなくなっている。
　（オ）「見守り」の項目では特に，学生の
記述においては，「注意する」といった言
葉で記述されているある種の安全上の見守
りが挙げられている。しかし，2 歳児以降
になると，そうした「見守り」は，子ども
の主体性を促す意味で，遊び・生活の両面
の見守りへと転換していく。生活的自立を
促す上では「〜しすぎない」と表現されて
いる記述が多く見られ，学生が子ども自身
の成長を信じ，待とうとする姿勢が伺えた。
学生は体験を通して，具体的な子どもの姿
を思い浮かべた上で「自分ができるように」
「自分でやってみる機会を設ける」などの見
守りが必要だと感じているようであった。
　（カ）「その他」にある項目では，「個々
の特性に応じた支援」「発達の差を理解し，
関わる」などのように，一人一人に応じた
支援をすることの必要性を感じていること
が示され，これは，「直接的関わり」「見守り」
に共通する子どもへの態度と言える。加え
て，「（自身が）思いやりを持つこと」「仲
間作りの手本となれるようにすること」「一
人の人格として尊重すること」など，保育
者としての基本的姿勢については，大学の
講義を通して多くの授業者が伝えているこ
とではあるが，実習を経て，改めて学生自
身による言葉で語られているということに
意義を感じる。
授業上の課題
　授業分析を通して，次のような課題が明
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は，保育実習を引き続き行うことになる。今
後，本授業での学びを実践に活かしつつ，
また，新たな課題意識をもって，次なる学び
へと歩みを進めていく。実習・インタ ンーシッ
プでの体験を，様々な授業の中で明確な視
点をもとに振り返っていくことで，学生の体
験も意味づけられていくと考えられる。保育
者養成課程での科目横断的な取組を進めて
いきたい。
まとめ
　本授業を通して，学生は実習での体験を
もとにした小グループの話し合いを重ね，
結果，子どもの「人間関係」について，そ
の発達的様相をとらえ，自らの保育行為に
ついて省察する機会を得ることができたと
言える。
　グループの発表時，０歳児を担当したあ
る学生は，「10 日間という短い実習間中に，
まさに自分の足で歩き始めた場面に遭遇
し，感動した」こと，また，2 歳を担当し
たある学生は，「しっぽとり鬼をして遊ん
だが，しっぽを取られたらすぐ皆が泣き出
し，鬼ごっこどころではなくなって困って
しまった」ことを，実際の子どもの姿が目
に浮かぶように，活き活きと紹介していた。
語られるエピソードには，その場にいる学
生の視点もまた反映されており，学生が子
どもと真摯に向き合っていた様子を感じと
ることができた。
　学生のもっている力，そして伸び行く力
を信じて，学生の体験や考えに耳を傾け，
学生と教員が学び合う姿勢を，引き続き有
していきたいと考える。
　本稿は，授業分析を目的の主とするもの
ではあるが，今後，本授業内容の効果検証
も求められるであろう。効果検証のための
アプローチの方法を検討することも含め，
今後の課題としたい。
（４） 今回は，グループごとの話し合いの場を
持つ活動を組み込んでいたが，（２）「保
育者の関わりで大切にしたいこと」に関
して，グループによっては「直接的関わ
り」のみ記述しているグループもあった。
「見守る」行為は，保育者の援助の一つ
である。表４，表５を次年度資料としな
がら，「見守り」を意識した保育のあり
方について，学生とともにより深く考え
ていく必要がある。
　本授業の最終日に，学生の意見等を集約
した資料を配付し，解説を加えながら授業の
まとめを行った。0 歳から 5 歳までの成長を
人間関係の視点から見直しながら，発達段
階に応じた保育者の関わりがいかに大切であ
るかということに焦点をあて具体的に伝えた。
それを受けて，学生は「0 〜 5 歳児の発達に
合わせて，段階を踏んで子どもたちの成長を
見守ったり，手助けしたりすることの重要性
を学ぶことができた。」「その年齢だからとい
うことだけで保育を考えるのではなく，幼児
期やこれからの成長を見通して考えていくこ
とが大切であることが分かった。」などの感
想を残している。
　小薗江（2016）５）は，「保育者がある程
度の見通しを持って子ども達の成長を期待
しながら見守るとき，子ども達は保育者の
予想を上回るような成長の姿をみせてくれ
ることがある。しかし，子ども達が遊びや
活動について生き生きとしたイメージをも
てないまま放置されてしまうと，手慰みや
暇つぶしに近い行動になったり，保育者の
期待を探ってそこに辿り着こうとエネル
ギーを費やすことになったりもする。」と
述べている。子ども理解においても，保育
行為の新たな創造に関しても，汎用性の高い
思考力が求められる所以である。
　本授業を終えた学生は，３年後期におい
ては幼稚園教育実習を，４年前期において
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